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ＮＰ０法人関西木造住文化研究会Ｈ26年度文化庁委託事業 第５回木造文化財建造物防災連続公開研究会 14.12.14

「木造文化財建造物の雪害と雪対策」 石川県立白山ろく民俗資料館の事例

山口 一男

（石川県立白山ろく民俗資料館）

１，石川県立白山ろく民俗資料館の概要

住所 石川県白山市白峰 昭和57年７月設立 （金沢から約50㎞ 標高500m）

施設の概要 敷地面積17,450㎡、６棟の移築民家と管理棟・収蔵庫・料金所(便所)・ポンプ室・東屋など

移築民家

旧杉原（助五郎）家 栗小羽葺 建坪132坪 建築年代元治元年(1864) 県指定 門

旧織田（末一）家 栗小羽葺 建坪82坪 建築年代江戸後期 県指定

旧小倉家 栗小羽葺 建坪42坪 建築年代江戸前期 国指定

旧長坂家 茅葺き 建坪39坪 建築年代明治５年(1872) 県指定 倉・便所・水車小屋

旧表道場 茅葺き 建坪34坪 建築年代江戸末期 県指定

旧尾田家 茅葺き 建坪30坪 建築年代文久２年(1862) 国指定 水屋・カッタリ小屋

２，白峰の雪

①最近10ヶ年間の雪の状況（H17~H26年）

初雪 12月1日

根雪 12月19日

消雪日 ３月30日

降雪日数 46日間（H21 32日～ H18 58日）

積雪量 220㎝ （H19 92㎝～ H18 337㎝）

降雪量 875㎝ （H19 422㎝～ H18 1493㎝）

②過去の豪雪

③白峰の雪下ろし

昭和50年代以前は、積雪深が1.5ｍを越えるか、座敷の戸の開閉がきつくなるまで雪下ろしをしなかった。

雪下ろしの回数は、平年で２～３回、38豪雪の時で４～６回だった。

昭和50年代以降は、積雪深が１ｍを越えると雪下ろしをするようになった。雪下ろしの回数は、平年で３

～４回、56豪雪の時は６～９回になった。雪下ろしの回数が増加したのは、昭和40年代初めにスノッパが普

及したことと、流雪溝の整備、生活様式の変化（通年雇用・車社会）による。しかし、この事は除排雪に対

する労力や経費の増大につながり、屋根融雪の導入が検討されるようになった。

昭和62年には２戸が屋根融雪を設置し、その後村が補助制度を設けたため、平成16年には175戸（総世帯数

374）まで普及した。しかし、近年の灯油価格や電気料金の上昇により経済負担が大きくなり、再び雪下ろし

をする家も出ている。河岸段丘の崖に面した家では維持費の掛からない自然落雪式（片屋根）にした家も多

い。雪下ろしは経済的にも労力的にも精神的にも大きな負担で、雪下ろし人夫の不足と費用の増大で空き屋

は取り壊すことが多くなった。
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３，雪の性質

①雪の密度

降雪の密度 0.062（昭和38年低温）～0.078（平成18年高温）

積雪の密度 約0.45 降雪量の凡そ6~7分の１になる。（沈降は気温の上昇により促進される）

Ｓ49.02.20（積雪310㎝…最終降雪から6日後、その間に積雪量は110㎝減）

雪面10㎝－0.359

～110㎝－0.415(0.350~0.490)
～210㎝－0.425(0.390~0.470)
～300㎝－0.541(0.458~0.650)
～310㎝－0.330

Ｓ50.03.12（積雪170㎝…最終降雪から４日後、その間に積雪は35㎝減）

雪面10㎝－0.440

～ 80㎝－0.441(0.360~0.520)
～160㎝－0.474(0.410~0.530)
～170㎝－0.215

②雪の降り積もり方

吹雪による雪庇と吹き溜まり

沈降による雪の移動

③着雪性・吸湿性・再結氷・キゴユキ

④屋根の雪の重量

積雪1.5mの時に杉原家（母屋）の屋根にのる雪の重量 面積110坪 密度0.30 ＝163.35ｔ以上

４，雪に対する施設の管理

①越冬準備

雪囲い・雪吊り 取付180,000円 （取り外し84,000円）

②冬期の管理

雪下ろし

平年 2.5ｍ以上

小倉家 ３～４回 ５回以上

杉原家 １～２回 ２回以上

織田家 １～２回 ２回以上

長坂家 １～２回 ２回以上

表家 １回 ２回以上

尾田家 ２回 ３回以上

管理棟 0.5回 １回以上

収蔵庫 ０回 １回以上

東屋 ０回 １回以上

2.5ｍ以上の積雪になると下ろした雪の除排雪が必要になる
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③消雪後の管理

冬囲い・雪吊りの取り外し

屋根の小羽・置き石、茅屋根の補修

④資料館の雪下ろし及び除排雪費用

平成22年（積雪245㎝－総降雪量994㎝ 降雪日数47日） 678,000円

平成23年（積雪337㎝－総降雪量1330㎝ 降雪日数55日） 1,593,506円

平成24年（積雪262㎝－総降雪量903㎝ 降雪日数52日） 1,033,620円

平成25年（積雪198㎝－総降雪量754㎝ 降雪日数49日） 352,800円

平成26年（積雪141㎝－総降雪量555㎝ 降雪日数44日） 198,450円

⑤一般民家の融雪装置のコスト（Ｋ家－建坪約50坪－屋根面積約66坪）

平成18年（積雪335㎝－総降雪量1493㎝ 降雪日数58日） 480,000円

平成25年（積雪198㎝－総降雪量754㎝ 降雪日数49日） 180,000円

平年 2~300,000円

５，雪害

重量と沈降圧と凍結による被害

屋根 小羽屋根 置き石と小羽板のずれ タルキの折損 軒折れ 逆漏

カヤ屋根 棟のずれ カヤ抜け

壁 土壁の亀裂 土壁の剥落 鎧壁のずれ

雪囲い 支柱・貫・板の破損

樹木 雪折れ

６，雪対策

過疎高齢化による熟練雪下ろし人夫の不足と人夫賃の上昇

低いボランティア受入の可能性

機械除雪の限界



白峰村の積雪記録(1960~2013年）

年 初雪日 最終降雪 根雪日 消雪日 根雪期間 最大降雪 最大積雪 最大積雪日 降雪日数 総降雪量 積算積雪量

昭和35 12月 6日 4月 8日 12月21日 3月17日 88日 70㎝ 170㎝ 1月30日 48日 809㎝ 53.98ｍ 1960年

昭和36 11月27日 3月11日 12月28日 4月13日 107日 100㎝ 400㎝ 2月18日 61日 1,705㎝ 225.06ｍ

昭和37 11月24日 4月 5日 12月22日 4月12日 112日 80㎝ 265㎝ 2月 1日 63日 1,538㎝ 166.17ｍ

昭和38 11月23日 4月10日 12月31日 4月28日 119日 130㎝ 420㎝ 1月27日 72日 2,214㎝ 298.95ｍ

昭和39 11月27日 3月28日 1月19日 4月 1日 74日 90㎝ 150㎝ 2月 5日 43日 747㎝ 58.27ｍ

昭和40 11月25日 4月12日 12月 2日 4月21日 140日 70㎝ 165㎝ 3月14日 71日 1,193㎝ 106.07ｍ

昭和41 11月27日 3月30日 12月 6日 4月 2日 120日 70㎝ 240㎝ 2月 7日 51日 1,219㎝ 113.89ｍ

昭和42 11月22日 3月24日 12月 1日 4月 1日 122日 100㎝ 250㎝ 1月17日 61日 1,367㎝ 134.95ｍ

昭和43 11月21日 3月18日 12月 8日 4月17日 132日 90㎝ 335㎝ 2月12日 71日 1,948㎝ 249.14ｍ

昭和44 12月16日 4月 6日 12月16日 4月 7日 113日 80㎝ 230㎝ 1月 8日 47日 1,262㎝ 98.88ｍ

昭和45 11月25日 3月26日 12月 3日 4月19日 138日 90㎝ 254㎝ 3月 8日 72日 1,658㎝ 196.61ｍ 1970年

昭和46 11月12日 3月17日 11月29日 4月 5日 128日 55㎝ 230㎝ 2月10日 60日 1,081㎝ 120.71ｍ

昭和47 11月30日 4月 2日 11月30日 3月19日 111日 85㎝ 145㎝ 12月 9日 41日 488㎝ 24.40ｍ

昭和48 11月22日 3月26日 11月22日 3月28日 127日 49㎝ 115㎝ 2月10日 52日 782㎝ 41.13ｍ

昭和49 11月18日 4月 3日 11月18日 4月23日 156日 120㎝ 410㎝ 2月13日 80日 1,907㎝ 291.87ｍ

昭和50 11月14日 4月 2日 12月 5日 4月 7日 124日 85㎝ 210㎝ 2月24日 62日 1,215㎝ 112.62ｍ

昭和51 12月12日 4月 7日 12月12日 3月28日 108日 88㎝ 246㎝ 1月24日 56日 1,243㎝ 109.96ｍ

昭和52 11月14日 3月25日 11月27日 4月 4日 129日 75㎝ 255㎝ 2月17日 69日 1,745㎝ 160.32ｍ

昭和53 11月23日 4月 7日 12月19日 4月16日 119日 72㎝ 217㎝ 2月 4日 67日 1,323㎝ 105.99ｍ

昭和54 11月28日 3月 4日 12月30日 3月19日 80日 55㎝ 93㎝ 1月22日 29日 653㎝ 23.81ｍ

昭和55 11月13日 3月22日 1月 6日 4月 5日 91日 78㎝ 290㎝ 2月16日 46日 1,308㎝ 128.35ｍ 1980年

昭和56 12月 4日 3月27日 12月 4日 4月23日 141日 110㎝ 480㎝ 1月15日 72日 1,910㎝ 343.37ｍ

昭和57 11月 8日 4月10日 12月 2日 4月13日 104日 45㎝ 165㎝ 2月10日 61日 922㎝ ｍ

昭和58 11月25日 3月19日 1月 9日 4月 8日 90日 80㎝ 270㎝ 2月21日 44日 1,109㎝ ｍ

昭和59 11月13日 3月22日 12月 6日 4月22日 139日 63㎝ 290㎝ 2月 9日 83日 1,607㎝ ｍ

昭和60 11月28日 4月 1日 12月19日 4月 2日 91日 75㎝ 270㎝ 1月31日 50日 1,215㎝ ｍ

昭和61 11月15日 4月 7日 12月 9日 4月18日 131日 115㎝ 315㎝ 3月 1日 66日 1,764㎝ ｍ

昭和62 11月26日 3月27日 12月20日 3月17日 89日 60㎝ 140㎝ 3月 2日 48日 839㎝ ｍ

昭和63 12月 2日 3月27日 12月 2日 3月26日 116日 60㎝ 160㎝ 3月 9日 45日 842㎝ ｍ

平成 1 11月11日 4月 8日 11月25日 3月30日 126日 90㎝ 157㎝ 12月17日 45日 658㎝ ｍ

平成 2 11月19日 3月19日 12月28日 2月13日 77日 60㎝ 139㎝ 1月26日 34日 543㎝ 1990年

平成 3 12月17日 5月 3日 12月17日 3月29日 103日 90㎝ 300㎝ 2月25日 55日 1,299㎝

平成 4 12月12日 4月14日 12月29日 3月14日 77日 60㎝ 125㎝ 2月25日 32日 645㎝

平成 5 11月27日 4月 9日 12月12日 3月30日 109日 50㎝ 130㎝ 2月 2日 51日 901㎝

平成 6 11月24日 3月27日 12月17日 4月 5日 141日 80㎝ 185㎝ 2月14日 54日 948㎝

平成 7 11月27日 4月 3日 12月15日 3月22日 98日 100㎝ 220㎝ 2月 7日 73日 1,208㎝

平成 8 11月 2日 4月21日 11月24日 4月14日 143日 80㎝ 270㎝ 2月 2日 91日 1,331㎝

平成 9 11月16日 3月31日 11月30日 3月25日 85日 50㎝ 210㎝ 2月23日 50日 968㎝

平成10 11月 1日 4月 2日 12月 3日 3月 4日 93日 55㎝ 140㎝ 1月27日 41日 623㎝

平成11 11月19日 4月 8日 12月30日 3月24日 85日 75㎝ 190㎝ 2月14日 42日 809㎝

平成12 12月 7日 4月11日 12月15日 4月 7日 115日 87㎝ 198㎝ 2月29日 83日 1,170㎝ 2000年

平成13 11月28日 4月 4日 12月12日 4月 5日 113日 72㎝ 205㎝ 1月15日 68日 1,057㎝

平成14 11月27日 3月25日 12月11日 3月15日 94日 78㎝ 205㎝ 1月31日 52日 998㎝

平成15 10月29日 3月25日 12月10日 3月26日 107日 90㎝ 210㎝ 2月 1日 61日 1,061㎝ 史上最早初雪

平成16 12月 9日 3月25日 12月 9日 3月18日 101日 95㎝ 250㎝ 2月 9日 50日 1,053㎝ 大長山遭難

平成17 12月23日 3月29日 12月31日 3月25日 85日 88㎝ 254㎝ 2月 3日 46日 1,030㎝

平成18 12月 3日 3月31日 12月 5日 4月20日 136日 70㎝ 335㎝ 2月 9日 58日 1,493㎝ 消雪は推定

平成19 12月 3日 3月20日 12月29日 3月21日 76日 53㎝ 92㎝ 2月 2日 33日 422㎝ 史上最小雪

平成20 11月19日 3月25日 12月25日 3月25日 91日 60㎝ 179㎝ 2月17日 44日 675㎝

平成21 11月19日 3月28日 12月26日 3月 6日 71日 65㎝ 164㎝ 1月15日 32日 594㎝

平成22 12月18日 3月31日 12月19日 3月30日 103日 80㎝ 245㎝ 1月15日 47日 994㎝ 2010年

平成23 12月 9日 3月27日 12月25日 4月20日 111日 75㎝ 337㎝ 1月31日 55日 1,330㎝

平成24 11月25日 4月 7日 12月17日 4月15日 120日 61㎝ 262㎝ 2月10日 52日 903㎝

平成25 11月15日 3月24日 12月 5日 ３月28日 113日 44㎝ 198㎝ 2月25日 49日 754㎝

平成26 11月29日 3月21日 12月12日 ３月21日 109日 40㎝ 141㎝ 2月16日 44日 555㎝

資料１
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白峰村の豪雪記録
年 初雪日 最終降雪 根雪日 消雪日 根雪期間 最大降雪 最大積雪 最大積雪日 降雪日数 総降雪量 積算積雪量

大正 7 11月12日 4月 1日 12月11日 732㎝ 1月21日 不明 不明 不明

史上最高 史上最高

昭和56 12月 4日 3月27日 12月 4日 4月23日 141日 110㎝ 480㎝ 1月15日 72日 19.10ｍ 343.37ｍ

大正 6 12月25日 12月25日 5月 5日 131日 479㎝ 3月 6日 368.84ｍ

昭和20 12月 3日 3月25日 12月 7日 4月22日 141日 88㎝ 470㎝ 1月27日 70日 21.07ｍ 364.20ｍ

昭和 9 12月14日 5月10日 430㎝ 3月10日 20.90ｍ 366.95ｍ

昭和38 11月23日 4月10日 12月31日 4月28日 119日 130㎝ 420㎝ 1月27日 72日 22.14ｍ 298.95ｍ

昭和49 11月18日 4月 3日 11月18日 4月23日 156日 120㎝ 410㎝ 2月13日 80日 19.07ｍ 291.87ｍ

昭和36 11月27日 3月11日 12月28日 4月13日 107日 100㎝ 400㎝ 2月18日 61日 17.05ｍ 225.06ｍ

昭和15 380㎝ 1月31日 254.70ｍ

昭和 2 379㎝ 2月10日 219.01ｍ

昭和22 12月 4日 3月26日 12月 5日 4月26日 143日 90㎝ 360㎝ 2月22日 42日 12.04ｍ 243.31ｍ

昭和18 351㎝ 2月12日 271.72ｍ

昭和43 11月21日 3月18日 12月 8日 4月17日 132日 90㎝ 335㎝ 2月12日 71日 19.48ｍ 249.14ｍ

平成18 12月 3日 3月31日 12月 5日 4月20日 136日 70㎝ 335㎝ 2月 9日 58日 14.93ｍ 推定

明治43 11月29日 11月29日 4月21日 144日 318㎝ 3月14日 186.51ｍ

昭和61 11月15日 4月 7日 12月 9日 4月18日 131日 115㎝ 315㎝ 3月 1日 66日 17.64ｍ

昭和11 300㎝ 3月10日 245.88ｍ

平成 3 12月17日 5月 3日 12月17日 3月29日 103日 90㎝ 300㎝ 2月25日 55日 12.99ｍ

昭和59 11月13日 3月22日 12月 6日 4月22日 139日 63㎝ 290㎝ 2月 9日 83日 16.07ｍ

昭和32 11月17日 4月 4日 12月10日 4月19日 131日 60㎝ 280㎝ 12月26日 73日 15.55ｍ 193.37ｍ

昭和37 11月24日 4月 5日 12月22日 4月12日 112日 80㎝ 265㎝ 2月 1日 63日 15.38ｍ 166.17ｍ

平成15 10月29日 3月25日 12月10日 3月26日 107日 90㎝ 210㎝ 2月 1日 61日 10.61ｍ

平成10 11月 1日 4月 2日 12月 3日 3月 4日 93日 55㎝ 140㎝ 1月27日 41日 6.23ｍ
大正７年の気象台の積雪記録は６８２㎝。降雪日数は平成８年９１日であるが、大正７年はそれを上まわる考えられる。赤字は最大値

連続降雪日数・総降雪量

大正 6年12月16日 ～ 1月23日 ３９日間（推定）

昭和37年12月31日 ～ 2月 4日 ３６日間 １,８４２㎝(51㎝)

昭和56年 1月 3日 ～ 1月 4日 ２２日間 ７９３㎝(36㎝)

平成23年 1月12日 ～ 2月 1日 ２１日間 ９３１㎝(44㎝) （1月22日は降雪０）

平成18年12月13日 ～ 12月31日 ２０日間 ６８４㎝(34㎝) （12月21日は降雪０）

昭和31年12月 9日 ～ 12月27日 １９日間 ６７０㎝(35㎝)

昭和51年12月27日 ～ 1月 8日 １３日間 ５２９㎝(41㎝)

昭和44年12月30日 ～ 1月 9日 １１日間 ５７０㎝(52㎝)

月間総降雪量記録

①昭和38年 1月1日 ～ 31日 １,５９９㎝ 降水量換算９８８㎜ 対降雪比0.0618

②昭和56年 1月 ８４２㎝

③昭和20年 1月 ８４０㎝

④昭和61年 1月 ８３４㎝

⑤平成17年12月4日 ～ 30日 ８０４㎝ 降水量換算６２３㎜ 0.0775（対38年比125）

⑥昭和51年 1月 ７４４㎝

⑦昭和34年 1月 ６９４㎝

⑧昭和31年12月 ６９４㎝

⑨昭和55年12月 ６９２㎝

⑩昭和44年 1月 ６８８㎝

⑪昭和19年12月 ６８５㎝

⑫昭和42年12月 ６７８㎝

⑬平成 7年 1月 ６７８㎝

⑭昭和31年 1月 ６７７㎝

⑮昭和22年 2月 ６７２㎝

資料２
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週間総降雪量

昭和38年 1月21日 ～ 1月27日 ５４０㎝

昭和38年 1月29日 ～ 2月 4日 ４４５㎝

昭和44年 1月 2日 ～ 1月 8日 ４９０㎝ 以上白峰役場資料より 06.01.24

過去の最大値と３８豪雪
年 初雪日 最終降雪日 根雪日 消雪日 根雪期間 最大降雪 最大積雪 降雪日数 総降雪量

最大値 10月29日 5月 3日 11月18日 5月10日 156日 130㎝ 732㎝ 91日 不明

昭和38 11月23日 4月10日 12月31日 4月28日 119日 130㎝ 420㎝ 72日 22.14ｍ

白峰村の小雪記録
年 初雪日 最終降雪 根雪日 消雪日 根雪期間 最大降雪 最大積雪 最大 降雪 総降雪量 積算積雪量

積雪日 日数

平成19 12月 3日 3月20日 12月29日 3月21日 76日 53㎝ 92㎝ 2月 2日 33日 4.22ｍ

昭和54 11月28日 3月 4日 12月30日 3月19日 80日 55㎝ 93㎝ 1月22日 29日 6.53ｍ 23.81ｍ

明治44 121㎝ 1月 3日 70.85ｍ

平成 4 12月12日 4月14日 12月29日 3月14日 77日 60㎝ 125㎝ 2月25日 32日 6.45ｍ

昭和25 12月 6日 3月23日 12月25日 3月25日 113日 71㎝ 130㎝? 1月11日 62日 12.20ｍ 38.67ｍ

平成 5 11月27日 4月 9日 12月12日 3月30日 109日 50㎝ 130㎝ 2月 2日 51日 9.01ｍ

昭和 5 133㎝ 2月13日 47.95ｍ

平成 2 11月19日 3月19日 12月28日 2月13日 77日 60㎝ 139㎝ 1月26日 34日 5.43ｍ ｍ

昭和 7 139㎝ 2月29日 46.32ｍ

平成10 11月 1日 4月 2日 12月 3日 3月 4日 93日 55㎝ 140㎝ 1月27日 41日 6.23ｍ

昭和47 11月30日 4月 2日 11月30日 3月19日 111日 85㎝ 145㎝ 12月 9日 41日 4.88ｍ 24.40ｍ

昭和39 11月27日 3月28日 1月19日 4月 1日 74日 90㎝ 150㎝ 2月 5日 43日 7.47ｍ 58.27ｍ

平成 1 11月11日 4月 8日 11月25日 3月30日 126日 90㎝ 157㎝ 12月17日 45日 6.58ｍ

総降雪量比較表
年 初雪日 最終降雪日 根雪日 消雪日 根雪期間 最大降雪 最大積雪 降雪日数 総降雪量

S30~S61 11月23日 3月28日 12月14日 4月 8日 110日 83㎝ 246㎝ 58日 13.06ｍ 1955～1986年

S62~H24 11月27日 4月 1日 12月14日 3月20日 100日 75㎝ 204㎝ 51日 9.27ｍ 1987～2012年

国内の豪雪記録

最大積雪深 785㎝ 昭和20年(1945) 2月12日 長野県栄村森宮野原

742㎝ 昭和 2年(1927) 長野県小谷村中土

732㎝ 大正 7年(1918) 1月21日 石川県白峰村白峰

708㎝ 昭和11年(1936) 新潟県魚沼市栃尾又

24時間降雪 180㎝ 昭和22年(1947) 2月28日 富山県大山町真川

176㎝ 昭和 2年(1927) 2月 9日 新潟県高田市高田

141㎝ 昭和56年(1981) 1月12日 新潟県津南町津南 （７位）

130㎝ 昭和38年(1963) 1月25日 石川県白峰村白峰 （１月24日 120㎝）

金沢市・白峰村の豪雪記録

明治14年(1881) 1月12日までに屋根の雪下ろし４回に及び挙村恐怖 （矢ヶ崎「 」）

明治18年(1885) 金沢で30年或いは70年（文化12年）来の大雪。安政3年・文久3年・明治14年の雪より

多く、天保６年(1836)と同じ。（『石川県異災誌』）

石川県・福井県の豪雪記録
年 金 沢 福 井 内 尾 女 原 中 宮 白 峰 北 谷

大正 7年(1918) 143㎝ 542㎝ 506㎝ 380㎝ 732㎝

昭和15年(1940) 180㎝ 275㎝ 366㎝ 430㎝ 380㎝

昭和20年(1945) 130㎝ 370㎝ 544㎝ 480㎝ 470㎝

昭和22年(1947) 143㎝ 380㎝ 360㎝

昭和38年(1963) 181㎝ 213㎝ 410㎝ 420㎝ 540㎝

昭和56年(1981) 125㎝ 196㎝ 415㎝ 500㎝ 480㎝ 450㎝
内尾(白山市河内町内尾) 女原(白山市女原) 白峰(白山市白峰) 北谷(福井県勝山市北谷)
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白
峰
、
炉
端
で
聞
く
豪
雪
の
話

雪
下
ろ
し
は
、
大
変
な
作
業
で
あ
る
。
屋
根
に
登
る
だ
け
で
も
怖
い
の
に
、
凍
っ
て
滑
り
や
す
い
雪
の
上
で
重
い
雪
を
切
っ
て

運
ん
で
下
に
落
と
す
の
だ
。
雪
が
多
く
な
る
と
、
落
と
す
と
こ
ろ
が
な
く
な
っ
て
く
る
。
う
か
つ
に
隣
家
と
の
間
に
落
と
す
と
仲

た
が
い
の
も
と
に
な
る
。
時
に
は
隣
の
屋
根
と
の
間
が
雪
で
つ
な
が
っ
て
し
ま
う
。
落
と
し
た
雪
は
ど
こ
か
へ
運
び
出
さ
な
く
て

は
な
ら
な
い
。

始
末
す
る
の
は
屋
根
の
雪
だ
け
で
は
な
い
。
家
の
周
囲
の
方
も
、
せ
め
て
一
階
の
欄
間
か
ら
少
し
は
光
が
入
る
と
こ
ろ
ま
で
雪

掻
き
を
す
る
。
そ
れ
よ
り
下
は
あ
き
ら
め
る
。
も
と
も
と
家
の
周
囲
、
軒
の
下
く
ら
い
ま
で
は
雪
囲
い
と
い
っ
て
秋
の
う
ち
に
家

の
本
体
か
ら
少
し
離
し
て
板
で
囲
い
、
積
も
っ
た
雪
が
家
を
直
接
圧
迫
し
な
い
工
夫
は
し
て
あ
る
。
そ
の
上
が
欄
間
で
、
そ
こ
ま

で
は
掘
り
下
げ
て
お
か
な
い
と
、
家
の
中
が
な
ん
と
も
暗
く
て
陰
気
に
な
る
と
い
う
。

し
か
し
、
い
ろ
い
ろ
聞
い
て
い
る
と
、
要
す
る
に
一
番
の
問
題
は
雪
と
い
う
も
の
が
人
に
与
え
る
徒
労
感
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
。

つ
ま
り
、
こ
れ
は
お
そ
ろ
し
く
手
間
の
か
か
る
掃
除
の
よ
う
な
も
の
で
、
仕
事
と
し
て
創
造
的
な
面
が
ま
っ
た
く
な
い
の
だ
。
き

ち
ん
と
屋
根
の
雪
を
下
ろ
し
て
、
道
も
踏
み
固
め
て
、
家
の
周
囲
の
雪
も
掻
い
て
、
家
の
ま
わ
り
に
積
み
き
れ
な
い
雪
を
川
ま
で

運
ん
で
捨
て
て
、
ほ
と
ん
ど
一
日
が
か
り
で
働
い
て
も
、
そ
の
晩
ま
た
ど
か
っ
と
雪
が
降
っ
た
ら
、
次
の
日
は
最
初
か
ら
や
り
な

お
し
。
前
の
日
の
あ
れ
ほ
ど
の
労
働
の
成
果
は
ど
こ
に
も
の
こ
っ
て
い
な
い
。

最
近
で
は
人
の
精
神
が
軟
弱
に
な
っ
て
い
て
、
年
間
の
経
済
成
長
率
を
先
に
決
め
た
り
す
る
。
つ
ま
り
、
生
活
は
向
上
し
て
あ

た
り
ま
え
と
思
っ
て
い
る
。
す
べ
て
の
労
働
の
成
果
は
蓄
積
可
能
と
信
じ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
ん
な
勝
手
な
理
屈
が
通
用
す
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
つ
い
最
近
の
話
で
あ
っ
て
、
も
と
も
と
は
昨
日
と
同
じ
一
日
が
送
れ
る
こ
と
を
喜
ぶ
と
い
う
つ
つ
ま
し
い
暮

白
峰
、
炉
端
で
聞
く
豪
雪
の
話
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ら
し
か
た
が
当
然
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
積
み
上
げ
る
の
で
は
な
く
、
マ
イ
ナ
ス
を
ゼ
ロ
に
す
る
だ
け
で
精
一
杯
だ
っ
た
の
で

は
な
い
か
。
技
術
革
新
と
他
国
か
ら
の
収
奪
以
外
に
生
活
向
上
の
手
段
は
な
か
っ
た
は
ず
だ
。

人
も
そ
れ
だ
け
我
慢
強
か
っ
た
わ
け
で
、
雪
国
の
苦
労
も
そ
う
い
う
目
で
見
な
く
て
は
い
け
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
も
、

雪
は
す
べ
て
の
家
の
上
に
降
る
。
量
に
多
い
少
な
い
は
あ
る
が
、
ほ
ぼ
毎
年
必
ず
降
る
。
雪
は
稀
に
起
こ
る
災
害
で
は
な
く
て
日

常
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
が
こ
れ
だ
け
の
労
働
力
を
い
わ
ば
源
泉
徴
収
で
持
っ
て
い
っ
て
し
ま
う
と
い
う
の
は
、
大
変
な
こ
と
だ

ろ
う
。
大
雪
は
、
体
力
の
な
い
年
寄
り
や
寡
婦
の
家
で
は
、
ほ
と
ん
ど
恐
怖
の
対
象
で
あ
っ
た
。
今
だ
っ
て
事
情
は
同
じ
か
も
し

れ
な
い
。
過
疎
地
域
だ
っ
た
ら
、
昔
よ
り
悪
く
な
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
自
分
で
雪
掻
き
を
や
っ
て
み
る
と
わ
か
る
が
、
あ

れ
は
要
す
る
に
土
木
作
業
で
あ
る
。
土
砂
と
同
じ
よ
う
に
重
く
て
扱
い
に
く
い
も
の
を
た
だ
運
ん
で
捨
て
る
。
工
事
の
現
場
で
は

ブ
ル
や
パ
ワ
ー
・
シ
ョ
ベ
ル
や
ダ
ン
プ
が
や
る
こ
と
に
な
っ
た
仕
事
を
、
小
規
模
と
は
い
え
人
力
で
や
る
。
壮
健
な
者
で
も
、
あ

の
筋
力
労
働
は
楽
で
は
な
い
。
そ
う
い
う
事
態
が
冬
ご
と
に
確
実
に
巡
っ
て
く
る
。

『
南
鳥
島
特
別
航
路
』

池
澤
夏
樹

１
９
９
１
年
発
行

白
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、
炉
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聞
く
豪
雪
の
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